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はじめに 

	 林木育種事業が開始されて 60年以上が経過し、北海道育種基本区においてはトドマツ造林量の大半が育種

種苗によっておこなわれるようになった。平成 22年度から平成 26年度までの、山行苗木の育種種苗普及率

は 70-100％（林木育種センター2011-2016）であり、種子生産量では 84-100％（北海道育種場 2010-2015）

が育種採種園産となっている。 

	 トドマツではつぎ木後種子生産が開始されるまで通常 20年程度を要する。このために、北海道育種基本区

でのトドマツ精英樹の次代検定は他の育種基本区におけるスギ等に比して時間を要した。しかし、ようやく、

採種園産種子を利用して国有林に設定された検定林の多くがまもなく設定後 30年を迎えようとしており、北

海道育種基本区においても伐期に近づいた樹齢での検定結果を得られるようになってきている。 

	 以上の背景のもと北海道育種場では、北海道森林管理局及び北海道立総合研究機構林業試験場と連携して、

平成 23-27年度の森林総合研究所第 3期中期計画期間中にトドマツの材質優良系統の選抜を進めてきた。 

	 材質優良系統の選抜形質としては、樹幹のヤング係数（以下、ヤング係数）と心材生材含水率（以下含水

率）を対象とした。ヤング係数は、材料としての変形のしにくさの指標でそれ自体重要な材料性能指標であ

り、さらに製材品や集成材ラミナの強さを推定するための強度等級区分として用いられている。含水率は、

多くの針葉樹では乾量基準含水率で 30-50％程度であるのに対して、トドマツでは 200％を超える場合があ

る。このような高含水率心材（トドマツでは水食い材と呼ばれることが多い）の存在は、生立木時には凍裂

の原因になり、製材後の人工乾燥においては乾燥時間の長期化と乾燥ムラの原因となる。これらの理由によ

り、高いヤング係数と低い含水率を育種目標としてトドマツ材質優良系統の選抜を行った。 

	 本特性表はこれまでに検定林等において実施してきた成長等の定期調査及び材質調査の結果を解析し、供

試対象とした精英樹系統についてその評価を行った結果を公表するものである。 

 

材料と方法 

	 供試した検定林等の試験地は表−1のとおりの計７箇所である。このうち、トドマツ交雑遺伝試験園は北海

道育種場構内に設定したものであるが、その他は国有林に設定された地域差検定林及び一般次代検定林であ

る。以下これらの供試林分を「検定林等」とする。交雑試験地においては精英樹間の人工交配家系（自然交

配家系を含む）、その他の検定林等においては採種園産の自然交配実生家系により検定林等が構成されている。 

	 検定林等の定期調査の主として 20年次データを活用し、樹高及び胸高直径のデータを得た。さらに、材質

調査としてピロディン貫入量と横打撃共振法の測定を実施した。それぞれの検定林等での調査時期を表−1に

示す。これらのデータに基づき、ASReml（Gilmour et al. 2009）を用いて BLUP法により供試家系の親の

育種価を推定した。さらに、別に求めたピロディン貫入量（以下、ピロディン）の育種価とヤング係数の育



種価の関係、横打撃共振法によって得られた 1/df 値（以下、1/df）の育種価と含水率の育種価の関係を用い

て、ヤング係数の育種価と含水率の育種価をそれぞれ推定した。 

	 なお、結果の解析は北海道育種基本区を構成する 3 育種区（中部育種区、東部育種区、西南部育種区）そ

れぞれで行った。 

表-1.	  調査解析に供した検定林等一覧 

 
結果 

	 表−2に結果の概要を示す。育種区ごとの解析結果として、それぞれの形質の全平均値、遺伝率、供試親毎

に算出した育種価の標準偏差（SD）、SDを全平均値で除した価（V、データセットごとの育種価のばらつき

の相対的な価として利用した）、育種価の最大値・最小値・レンジを一覧にした。 

	 解析結果は育種区によって傾向が異なっていた。中部育種区では、1/df 以外の形質は遺伝率が小さく、各

形質とも Vが小さく、形質を問わず大きな改良効果が期待できなかった。東部育種区では、樹高、胸高直径、

ピロディンについては中庸の遺伝率で、1/dfの遺伝率と Vは高かった。西南部育種区では、樹高の遺伝率が

高く Vが大きく、胸高直径は遺伝率及び Vともやや落ちるが一定の変動をしめし、ピロディンは極めて遺伝

率が高く、1/dfも高い遺伝率と Vが得られた。東部育種区と西南部育種区については、1/dfの育種価から推

定した心材含水率の育種価の Vが大きく、大きな改良効果が得られる見込みとなった。一方、ヤング係数に

ついては Vが小さく、大きな改良効果が期待できなかった。 

表−2. 調査結果の概要 

 
	 特性表に供するため、樹高、胸高直径、ピロディン、1/dfの各精英樹の育種価 xを 5段階評価に換算した。

樹高及び胸高直径については大きい方がよく、育種目標は樹高及び胸高直径の増大である。高いヤング係数

を育種目標とするので、ヤング係数と負の相関を示すピロディンは小さい方がよい。低い含水率を育種目標

とするので、含水率と正の相関を示す 1/dfは低い方がよい。従って、5段階評価は育種価 xと標準偏差σに

基づいて表−3のとおりに行っており、評価値の数字が大きい方が「よい」と考える。 
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	 別表に、供試した 191の精英樹について、育種区ごとの樹高、胸高直径、ピロディン、1/dfを一覧とした

トドマツ精英樹材質特性表を掲げる。 

 

品種開発 

	 上述の結果に基づいて、東部育種区と西南部育種区について含水率の推定育種価が高い精英樹を選抜し、

材質優良トドマツ品種として林木育種センターの開発品種とした。ピロディン及び 1/dfからヤング係数及び

含水率の育種価を推定し、系統ごとの 5 段階評価値を得た。各育種区での検定結果から、含水率の評価値が

4 以上で、樹高、胸高直径、ヤング係数についても育種価が平均以上であった系統のうち、精英樹としての

選抜地が当該育種区であるものを選んだ。 

	 平成 26年度に西南部育種区における検定結果から 5品種を、平成 27年度に東部育種区における検定結果

から 10品種をそれぞれ林木育種センターの開発品種とした。なお、中部育種区での検定では上記の選抜条件

に当てはまるものがなかった。これらの 15品種は、北海道における検定林での検定結果に優れたものであり、

採種園の改良・新設の際に検定済の優良な第一世代精英樹（いわゆる 1.5 世代精英樹）として今後活用して

いく。他の形質でこれまで開発した品種とともに、開発した材質優良トドマツ品種を別表備考に記載した。 

表-3. 5段階評価値の決め方 
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